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＜連絡事項＞

・非常勤医師や内科医師の指示は担当主治医に必ず報告し確認を受けてから実施して下さい。

・朝の定時報告は「本部庶務」へメールして下さい。

・吉田　富秋様～月のお小遣いを1万円となりました。今月は半月となるため、５千円通帳から下ろす事としています。医事室へは連絡済みです。

＜退院療養検討会議＞

・松尾　優様（３５歳）主病名：統合失調症　主治医：川端Dｒ　PSW：柳澤

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NS：鶴ヶ崎
退院予定日　平成１７年４月２６日
『退院理由』
　　　金銭面で母の収入が無くなった為。又、本人、ご家族退院希望

　　　4月11日主治医、家族面談後、話し合いの結果。主治医より退院許可が出る。

　『家族の意向と受け入れ態勢』

　　　金銭面で母の収入が無くなった為、退院したいと考えている。自宅には障害のある父と本人を見なければならない為、不安が多い様子である。
『利用出来る社会資源』

退院の一要素に、経済的な問題があった。そのため、通院医療費公費負担制度の利用を考えている。退院後の生活基盤は家族が既に考えており、その方向性に期待したいと考える。

『日常生活レベルでの援助の必要性』
　　　看護：現在は以前見られた確認行為は少なくなっている。確認する際は、自分で確認が必要な内容か判断している様子が見られている。コミュニケーション部分に不安が見られる。言いたい事があっても我慢している時がある。病識については理解出来ていない部分がある。　　　　　　　　　　　相談できる人がいない。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　作業療法：　対人関係では、他者と交流が出来ずにいる。苦手な事や面倒な事から逃げる事多く見られ、新しい事への取り組みも拒む事が見られていた。同じ作業の内容に固着されていた。しかし、作業の必要性や、今後の目標を本人と再三確認する事で、少しずつ改善が見られている。　　
　　　　　　　　　

　　『服薬についての認識』
　　　本人：薬は服用し続けたいと考えている様子だが、疾病に対する理解の乏しさも見られる。自己管理服薬は問題無く行なわれている。
　　　家族：薬は服用し続ける事は理解されている。
『外来での母の様子』
　　　現在通院中である。主治医が話した内容を間違って解釈される事があった。息子を退院させる事に対して不安を話されている。退院することで、自宅にいる父と本人を見なければならない為、母の負担が大きくなり、症状が悪化することが考えられる。本人と一緒に母の支援も重要である。
　　『社会生活上の問題点』
　　　退院後、自室に篭もり、昼夜逆転など不規則な生活になる可能性がある。自動車を運転する可能性がある。また、入院前に何度も確認して迷惑を掛けたガソリンスタンドに行く可能性がある。（母としては、行って欲しくない。）
　　『退院後の生活』
・自宅近くの作業所（あすもっこ）に通いながら、規則正しい生活を送る事が出来る。

・安定した外来通院が出来る。外来では、母と一緒に通院し、母と本人との関わりについて、また在宅生活の様子を情報収集していく。

　　　・病気に対する理解を外来受診で深めていく。

・安心して長く在宅生活が送れるよう、又母の負担を軽減するため、訪

問看護の利用を検討し、説明していく。
　　・退院の一要素に経済的問題があるため、通院医療費公費負担制度の利用

等を説明していく。

『退院までのケア』

・4月20日～4月24日まで外泊、作業所あすもっこの見学

・4月20日主治医、ご家族面談予定

・本人と今までの振り返りや調子の悪い時、困った時に誰に相談すると良いのか、又退院による不安等はないか話し合いを持つ。

＜三上Dr勉強会＞
　糖尿病の食事療法
　　糖尿病の食事療法は、正しい食習慣と共に過食を避け、偏食せずに規則正しい食事をする事です。糖尿病患者様に特別な食事があるのではなく、糖尿病食はバランスの良い健康食です。
　　食事交換表はエネルギーの算出とバランスのとれた食事を簡単に行なえる様にするため、「1単位」という単位表示と「表」というグループ分けを使用しています。１単位は８０ｋｃaｌのエネルギー量を持った食品の重量」で、すべて「１単位」の重量（グラム）で記載されています。

　　食品に含まれている栄養素の成分によって６つのグループに分け「表」と呼んでいます。表と分類については、資料に詳しく書かれています。参照して下さい。なお食品交換表が病棟にあります。
　　
















